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岩手県藪川地域の低温に関する気候学的考察

加藤美雄・佐藤典人・塩谷 恭正・櫻井三千男・木村成彦・吉野徳康

気象庁のアメダス観測網の本州において， もっとも気温の低い地点として岩手県藪川 (A藪川）が従来

から指摘されてきたその気温低下の背景を探る狙いで，気候学的見地から解析を試みた，

その結果確かに冬型気圧配置の時や移動性高気圧に覆われた際に， A藪川では気温低下が生じゃすい，

しかし，独自に設慨した測器の観測値を含めてこの藪川地区（外山地区と薮）1［地区）の気温値を対照すると，

A藪川以上に低温を記録する藪川小・中学校や同・亀橋分校などの地点もあったとは言え，高気圧に覆

われた時の早朝に日最低気温が極度に低下しやすい外山地区• A藪川では，東寄りの弱風が吹送している

これは外山川の支流 ・大石川上流からの冷気の流れを伺わせ，それが A藪川の気温低下に相乗的な効果を

招来していると推察されたそれゆえこの地域での小気候観測の必要性が浮上した，

キー ワード ：放射，夜間冷却藪川地域 冷気湖

Key words : radiation, nocturnal cooling, Yabukawa Region, cold air lake 

I はじめに

昨今話題にされる「地球温暖化」の仕組みを引

き合いに出すまでもなく，地球は太陽エネルギー

を受けつつ，宇宙空間に赤外放射でエネルギーを

放出している とくに日没後の静穏な晴夜には，

地表面からの放射が進行し，早朝に向けて地面付

近の気温は低下の一途を辿る．それゆえこの放射

冷却の進展は，気温の鉛直断面において接地逆転

層を形成しやすい．

斜面などの傾斜地においてこの現象が始動すれ

ば，気温低下に伴って重力的に重くなった大気は

低所に向かって流下する可能性が生ずる．こ れが

いわゆる「冷気流」，ないし「斜面降下風」と呼ばれ

る事象である （今岡： 1964)．だからこそ，静穏晴

夜などに地形的な凹地や盆地の低所にはその

地面自身の放射冷却に加えて周囲の斜面から冷却

された大気の流入が生起しがちであると指摘され

ている （例えば鳥谷 ：1985)．その結果，凹地の

ような地形的に閉塞された低所などでは，極端に

低い気温を記録しやすいこれは周囲から供給さ

れた冷気が低地に滞留し，相乗的に温度低下を促

進させたことに起因しており，今日では「冷気湖」

現象（工藤： 1982など）と広く認識されている

ところで，本州でもっとも寒い，つまり気温の

低い気象観測地として知られているのが岩手県の

薮）II(AMeDAS藪川）1）である事実日最低気温

の分布からも極度の低 さが際立っている（佐藤 ・

浅見 ：1988)．確かに この地域は北上山地の北部

に位置し，海抜高度もやや高いけれど，その気温

値に高度補正を施してもあるいは他のもっと標

高の高い地点よりも，低い値を記録する傾向にあ

る．

この薮）1|の低温に関しては，近藤(1987)や菊地

(1995)も触れてはいるものの，現地での小気候的

観測を踏まえた研究は未だ着手されていない．そ

こで本稿では，1991年以来りこの藪川の低温に

関して接近を試みてきた内容を含めて解析を加え

ることを目 的にしている

II 調査地域の概要

本研究の調査地域である藪川地域3)は，岩手県

盛岡市の市街地から北東に20kmほど離れた， 北

上山地の北部に位置している 北上川の支流であ

る丹藤川の源流部と， 同じく 北上川の支流である

米内川上流の外山）1|との分水嶺を挟んだ谷筋に

この地域は相当している．この外山川 や丹藤川
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に沿った谷筋の標高は630~720mで，周辺山地と

谷底との比高は400~600m, 谷幅は広い場所で数

100m程である北上山地を象徴する隆起準平原

の地形がこの地域にも広がり，高所から見渡すと，

緩やかな斜面や比較的起伏の小さな丘陵状の稜

線などが目に入るなお，この地域でもっとも標

高の高い地点は，南の御大堂山(1196m)である．

調査対象地域の概略を第 1図に示した図中の

南西方が盛岡に続き，外山湖に注ぐ外山川の流域

にAMeDAS藪川（以下， A藪）IIと表記）の位置す

る外山地区葉水がある．そこから分水嶺を越え，

丹藤）IIの源流部に造られた人造湖である岩洞湖の

湖岸を経て北東方向に旧小本街道が伸びる図中

の岩洞ダムの堰堤近傍に亀橋分校（当時）があり，

さらにその東方に藪川小 ・中学校の位置する藪川

地区があるこの藪川地区より東へ続く旧小本街

道は早坂商原を越えて岩泉町に至っている

この地域の植生は大部分が混合林で，河川の源

流域ながら山腹や山麓の緩斜面，あるいは幅のあ

る緩やかな谷底を利用して牧草地，畑地，そして

一部に水田などが分布している加えて丘陵の稜

線近くにも放牧地として拓かれている区域が見ら

れるしたがって北上山地とは言いながら．こ

の地域は地形開析の進んだ起伏に富む山地とい

うよりも，むしろ比較的，天空が開け．なだらか

な丘陵地帯と表現できる とくに外山地区はその

ような地形起伏にあり（写真 l参照），ある程度．

侵食の進んでいる岩洞ダム下流に続く藪川地区と

はいささかその点で趣が異なる

田解析手順

調査対象とした藪川地域の低温が． どのような

天候条件のもとで発現しているかを検討するため

に， まず東北地方でもっとも平均的な年の抽出を

以下の手順で試みた

対象地域の含まれる東北地方の気象官署16地点

の気温の月別平年値(1961-1990年）を求め，それ

を季節毎4)に平均したそれと個々の年の季節毎

の16地点の気温の平均値との偏差を算出して第 2

図を作成したこれに拠ればいずれの季節にお

いても平年との偏差が小さく， しかも相互に近似

5 km 

第 1図 調査対象地域の地形概略図（ただし，流域内のみ図化）
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第 1表気圧配置型別の出現日数 ，およびA藪川と A小本の日最低気温値の比較(1987年の値）

気圧配置型

西高東低
（冬型）

気圧の谷

ロ
標準偏差 I小本一藪川（℃)
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田 C 30 ・・.,. 藪川 一 03 81 

移....動＝性圧 小本......... 6....4 ....．．7 ．7 ....• | 3.2 
向 丸 [Id 33 ・"" 藪川 3.2 8.2 

小本 .2．..1 . 5.4 ．1 1.2 
ID e 18 ・・..c藪川,;;・ ． 0.9 8.2 

m f 2 62 
小本 ・ 9"'・.'0 "・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・-l o.s W a 14 ・ ... 藪川,;;・.. 8.2 7.2 

IV b 52 ． 小藪本川 11 1 1.2 5 ―------------7 9―:6 -i― ---| -0.3 

前線 小本f .1144_.4.4 ...…6 .0 ........．I 0.2 
IV c 25 ・・..; 藪川 14.2 7.2 

.小..本..... 9,,_..7 , ・・・・ ・・・・・7'.4 ・~ ・・・・・I 1 a 
Wd 20 ・ ... 藪川 7.9 8.5 

南高北低（夏型） 5 

不 明 2 

合計 365 

気圧配置型

I 西高東低
a強い冬型
b弱い冬型

ll 気圧の谷
a低気圧が北海道または樺太付近を東に進む
b低気圧が東北地方を東に進む
c低気圧が関東・ 北陸以南を東に進む
d低気庄が日本海を北東に進む
e低気圧が日本の太平洋岸を北東に進む
f 2つ玉低気圧、または日本海と太平洋に低圧部

皿 移動性高気圧
a高気圧が北海道を東に進む
b高気圧が東北地方を東に進む
C高気圧が関東・北陸以南を東に進む
d帯状高気圧
e高気圧が日本の太平洋岸または南方を東に進む
f高気圧が樺太以北を東に進む

IV 前線
a北海道以北の前線
b東北地方に前線
C関東 ・北陸以南の前線
d太平洋岸，または日本南方に前線

V 南高北低
（夏型、太平洋高気圧が日本列島上に張り出し）

した値を示している年として1987年5)を指摘でき

るこの事実から1987年を気象値の解析対象年と

して選定した

つぎに藪川の気象観測値は，北上山地の内陸部

に位晋しているので，少なからず地理的，および

地形的な影響を被った結果を測定しているそこ

で藪川とほぼ同緯度で東に60kmほど離れた三

陸沿岸の小本(39°50'N)と藪川の気温値を比較す

ることを通して，藪川の低温現象への掌握を試み

ることにしたこのアメダス小本（以下， A小本

と表記）は海抜高度の条件や市街地の人工排熱の

影押を考慮する必要がないまた海域に面してい

るので気温の日較差や年変化幅が割合に小さく，

ノイズの入らない比較対照の地点としては適して

いる もちろん藪川に近接している地点として盛

岡市も想定された しかし，この街は北上盆地に

位骰しているため地形的な影靱やさらには都市気

候のそれも無視できないので比較する地点とし

てはノイズの除去が課題となる

また従来薮川の気温が低いと指摘されている

のはあくまでA藪川の値をもとに言及している

に過ぎないつまりこの対象地域全域の中で，外

山地区にあるA藪川の気温上の位置付けが判明し

ているわけではないそこで独自に測器を 3箇所

増設して，この地域の気温低下が著しいとされる

冬季を含む 6カ月間(1991年11月～1992年4月），

観測を遂行したそれに合わせて積雪深との対応

も吟味したなお，独自に測器を設置した地点

は藪川小 ・中学校（標高635m)，同 ・亀橋分校（同

674m)，岩洞湖ダム管理事務所（同700m)である

また本稿での気圧配置型は吉野 ・福岡(1967)に

準拠しており，冬型の細分には，仙台とシベリア

のプラゴベシェンスクとの気圧差をもとにして

それがlOhPa以上の場合に強い冬型，それ未満の

場合に弱い冬型と便宜的に定めた．
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年

第2図 東北地方の気象官署 16地点における季節別平均気温の平年値からの偏差の経年変化

N 藪川地域の低温に対する気候学的考察

1.気圧配置型と低温の発現

第1表に， 1987年 1年間の日本付近の気圧配置

型を日単位で特定し，その型別の出現日数とそれ

に対応するA藪｝IIとA小本の日最低気温値を集計

した出現日数では，対象地域の包含される東

北地方が影響を被ると想定されるIIb型， mb型，

Wb型が各気圧配置型において頻度が高い． ここ

で10日以上の日数を数えた気圧配置型に限って，

A藪川とA小本の値を比較6)した

それに依拠すれば両地点間の気温差が大きい

のは冬型が強まった場合で， これに次いで移動性

高気圧型や冬型が弱い場合となっているつまり

これは，乾燥した大陸起源の高気圧に覆われて大

気の状態が安定している 皿型の場合や上層の寒気

によって気温が低下しがちな冬型において，内陸

のA藪川が沿岸部のA小本に比べて気温の低下が

著しいことを物語るまた IIC型でもA藪）IIの日

最低気温が低くなり， A小本との気温差が大きい

のが注目される逆に両地点間の気温差が小さい

のは， IIb型やWb型に多く見られるこれは擾

乱のために大気が混合した姿と見れるまた日最

低気温の標準偏差の値に焙目すると，冬型で小さ

く，総じて気圧の谷型で大きい． とりわけ後者の

場合には，擾乱の経路に寒暖の状態が左右される

結果と言える

気圧配骰型に対する両地点間の日最低気温差を

明確にする意図から第 3図7)を作成したこの図

から，冬型のもとではA藪川の気温が低下するほ

ど両地点の差も拡大する傾向を読み取れ，高気圧

型でも季節を問わず，同様の内容を指摘できる

一方 II bやNbでは，この散布図でいささか分

散気味となり，明瞭な傾向を識別しにくい．

2.藪川地域の気温低下と大気の吹送

すでに前述したように気圧傾度の緩い移動性高

気圧に覆われた際に放射冷却が進行しやすい．

そこでこの気圧配置型に限定して， A藪川で日最

低気温の起時の際の風向 ・風速を対比した．第 4

図がそれである当然ながら静穏のもとでの発現

比率が53％と高く，これに次いでNNE-SSEの東

寄りの弱風(1m/s)が21％であった逆のssw~
NNWの西寄りの弱風で10%. 2 mis以上も 含め

ると23％とやや高い値であるここで静穏時に日

最低気温が現れやすいのは放射冷却の発達と整合

的に捉え られるがそれ以外の風向の違いに照応

する日最低気温の背景を探る狙いから第 5図を作

成した第 5図上の弱風の際に，東寄りで日最低

気温が出現するのは， NEとENEのもとで多く，

季節的には春秋に集中しているこれに対して西

寄りでは． WSWがほとんどを占有するこれが
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同図下の 2m/s以上となると，

SWとWSWの風向に特定され，

季節的には春と冬に限定されて

いる．

以上の事実から，春秋の移動

性高気圧に覆われるような弱

風時には， A薮川の日最低気温

がNE, ENEの風向で現れやす

<， WSWの風向のもとでの発

現は季節的に定常的でない．一

方これに対して 2m/s以上の

風速つまりやや風が強まると，

西寄りの風の吹送下で日最低気

温が現れがちで，その季節は春

と冬に限られるこの内容から

冬季を中心とする北西の季節風

に対応し， A薮川ではそれが南

西系の風へと偏向して吹送して

いる様子が伺われる

第3図 主な気圧配骰型別の A藪川の n最低気温と［A小本一 A薮川］

さらにA藪川での日最低気温

の起時を大気の吹送の視点から

図示したのが第 6図である．季

節別に特定の風向・風速4タイ

プに限定して対応させたこれ

に拠れば静穏時には20時から

早朝まで幅がありその起時に

は一定性が認め られないけれど

も，季節的には春秋に多いこと

は上述の通りである東寄りの

弱風の際には，夜半から早朝に
の値との対応

ビm/s=
2% 

回2m/s:.
13% 

N lm/s 
1% 

風向・震遼別 の出畢鑽 虞

Calm 

53% 

かけて気温が下がりかつその

季節はほぼ春秋に限定されるこの事実は．第 1

凶のA藪川の位置から判断できるように， 緩やか

な傾斜で幅の広い外山川の上流側から，ないし支

流の大石川上流か らの大気の移流が示唆される．

この点に関する追求は現地での小気候観測の結果

をもとに稿を改めて報告したいなお，風向きが

反対の西寄りの風向では，判然とした傾向が見ら

れなかった．

第4図 移動性高気圧型での A藪川における日最低

気温出現時の風向・風速別出現頻度
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3. 独自の現地観測による気温の相互比較

調査対象地域に独自に設置した 3地点の測器か

ら得た気温値にA藪川の値を加えた 4地点間の相

互比較を試みた．よってこの気温値は既述した

1991年11月～1992年4月までの値を解析したもの

である以下では便宜的に藪川小・中学校をY,同・

亀橋分校をk，岩洞湖ダム管理事務所をGと表記

する．

第7図8)に気圧配置 型別にA藪）1|の日最低気

温とそれに対する他の地点との気温差との関係を

示したこの図から，冬型や移動性高気圧型の際

に，3地点とA藪川との気温差が土 5℃程度に納

まる一方で，気圧の谷型や前線型ではその値を超

えることがあり，地点間の差が大きいまた冬

型では，総じてA藪川の日最低気温が他の地点よ

りも低く ，この傾向はA藪川の気温が低下するほ

ど顕著である しかし，移動性高気圧に覆われた

際には，同様の傾向を伺えるものの，YやKの気

温がA藪川よりも低くなることも多々ある． しか

るにこれまで言及されてきたA藪川の気温以上に

日最低気温が低い地点として，

このYやKを挙げることができ

る

けれどもGの気温は，固中に

掲げた 4つの気圧配置型に限っ

てとは言え， A薮川よりも低く

なることはほとんど皆無であ

り， G地点に近接する岩洞湖が

温度的に熱源9)とな って，Gの

気温低下を抑制する方向に働い

ているものと推察できる

第7図に拠れば，高気圧に覆

われた際に， A藪）IIよりも Yや

Kの気温が低い場合を識別でき

る このことは地形 の開析が

やや進んだ谷底に位置するY地

点と緩い斜面で比高が小 さ<,

天空の開けたA藪川との違いを

起時別出現頻度を第 8図に図化 したこれから明

らかにY地点は17時を極大とする日没時に 日最低

気温を記録しやすい一方 A藪川では24時と早朝

の6~7時に極大が現れているこの事実は非常

に教示的な内容と 言える ．やや深く谷を刻んだ丹

藤川の河岸にあるY地点では地形的に早目に 日

陰に入り，その日没後の急激な気温低下が日最低

気温に置換している反面， A藪川では，夜半前後

と早朝にその値が現れやすいこれは， A藪川が

先に触れた ように緩傾斜で天空の開けた谷の大石

川下流に位置し，放射冷却の進行につれて重力的

に重くな った大気が上流側から流れ下る，いわば

冷気の滞留との相乗効果ゆえ，朝方の気温低下が

著しいものと ，現段階で推定されるならば夜半

の極大は何を意味するのだろうか察するにこ

れは放射冷却の進展に伴って冷気流の発達が見 ら

れるものの，冷気湖現象の報文（例えば，熊沢ほか．

1988, 佐藤ほか ：1997)などで間々 ，指摘される

夜半頃の突然昇温（ブレーク）が，結果的に夜半過

ぎの日最低気温の発現を抑制した現れと理解でき

14 
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赳緊 6 
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2 

゜ u 
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語る一端とも言え，示唆に富む．

そこで移動性高気圧に覆われた 第5図 移動性高気圧型での A藪）1|における日最低気温出現時の季節別

時の，両地点別に日最低気温の 風向出現頻度 （上 ：風速 1m/s以下，下：風速 2m/s以上）
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第 6図 移動性高気圧型での A藪川における日最低気温と

その出現時刻の季節別比較
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第 7図 主な気圧配置型別の A藪川の日最低気温と

他の 3地点のそれと の比較

るこれについては，現地での小気候観

測結果をもとにして別途に報じたい．

いずれにせよYでは日没時に， A藪川

では早朝に日最低気温を記録しやすい傾

向にあるそこでこの両地点でその該

当時間帯IO)に絞って，風の吹送状況と対

比したのが第9図である双方とも静穏

時の頻度がもっとも高いそれに続く

のがA藪川ではE方向の弱風であり， Y

地点ではWの風速 2m/s以上の場合であ

るとりわけ前者のE系の弱風は，まさ

に地形的に放射冷却で冷えた大気が大石

川に沿って下流側へ流れた結果の計測と

判断できるだからこそ，この大石川の

緩傾斜の谷底（写真 l)での小気候観測の

必要性が生ずる．

写真 1 外山地区の大石川流域における気象測器の設

骰と周辺の地形(1991年11月2「I•佐藤撮影）

4. 降雪と日最低気温との対応

藪川地域の冬季の年平均最深積四批は97cm11'

であり，脊梁山地の東側としてはやや多いと言え

る近藤(1983)は地表面上の積雪砒と日最低気

温との関係を調べ，北海道や東北地方では積雷屈

が多いほど日最低気温の低下が大きいと指摘して

いるまた小林(1971)も東北地方における冬季の

栢雷に伴う気温への冷却効果を報じている．そこ

で調査対象地域において日最低気温と降雷との
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第8図 移動性高気圧型での A藪川と藪川小 ・中学校 (Y)での日最低気温の起時別出現頻度

AMeDAS薮川 (6:00と7:00) 

W 2m/s 
W lm/s ;:. 

4% 4% 

薮Ill小中学校 (17:00と18:00) 
的な影響を与えない現れと受けとめた．

しかし同図下は移動性高気圧の影牌

を強く被る 皿b型の際の両者の対応であ

り，降雪量が多いほど日最低気温が低下

する実態を物語っているこれは高気圧

に覆われた時には， 、大気の状態が安定し

ているので風速が弱まり，結果的に大

気の鉛直混合による顕熱輸送が期待でき

ないためと推定した加えて，地面が雪

に被覆されており，摩擦が少ないので冷

気の移流に伴う気温低下が一層．助長さ

第9図 移動性高気圧型での A藪川と藪川小・中学校 (Y)での れる結果と理解できる．ただし，降雪量

日最低気温の風向 ・風速別出現頻度 が14cmと図中で最大の際に日最低気温

が必ずしも低下していないけれど，わず

関わりを検討した第10図はA藪川も含めた対象 か 1例のみでのこれ以上の言及は避けたい．なお，

地域内の 4地点の日最低気温とA藪川の日々の降 この図においてK地点の日最低気温の低下が顕著

雪罷との対応を示した図である．解析対象事例の であった．これにはK地点周辺の地形的な影響の

最大降雪醤は14cmであった図中の上に示した 現れかと思われる

冬型においては，降雪量と日最低気温との間に，

明確な関係を識別できなかったこれは降雪発現 V おわりに

時の冬型では風速が大きく，大気の攪拌・混合が

促進されるため，降雪が日最低気温の低下に直接 従来，本州でもっとも気温が低いと報じられて
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第 10図 冬型と移動性高気圧型での A藪川の降雪最

と各4地点の日最低気温との関係

きた岩手県 ・藪川地域の気温低下に対して，気候

学的見地から若干の解析を試みた．その結果，以

下のような諸点を把握できた．

1)ごく平均的な年として1987年を抽出し， A藪

川と A小本の気温値を比較すると，冬型や移

動性高気圧型のもとで両地点間の気温差が拡

大し，気圧の谷型や前線型ではそれが縮まる

これはある意味では予想された内容であるも

のの， A薮）IIの日最低気温が日々の気圧配置

型によって，如何に変動して低下するかを意

味している．

2) A藪川の日最低気温起時の風向 ・風速を見る

と，静穏がかなりの比率を占めるそれに次

いで弱風でE系の風，やや強風でSW系の風

が各々対応しているとくに弱風時のE系の

際には，夜半過ぎから早朝にかけての時間の

推移に歩調を合わせ気温が低下しやすい．

3)対象地域に独自に測器を設置し， 4地点相互

に気温を対照した結果，冬型や移動性高気圧

型のもとでは， A藪川の気温低下に符合して

他の 3地点のそれも低くなる傾向を伺えた

しかし，個々の地点を詳細に比較すると， Y

やKの地点ではA藪川よ りも気温が低下する

場合も多く，湖岸に近いG地点ではA藪）IIよ

りも高温で終始しやすい．

4)降雪と 日最低気温との関係では，移動性高気

圧型の際に，双方に一定の関係，つまり降雪

乱が多くなれば，気温低下が著しいという傾

向が見れた

5) A藪川における早朝の日最低気温の出現頻度

の高さは，その起時や気圧配置型， さらには

風向などの点から，支流大石川の流域が大き

な意味を有していると伺えたので，機会を改

めて現地での小気候観測の結果を踏まえた解

析を報じたい

謝辞

本研究を進めるにあたり機器の設骰を快諾してく

れた藪川小・中学校，同・亀橋分校，および岩洞湖ダ

ム管理事務所の各位に対して心より感謝の意を表する

また本調査や解析に協力してくれた法政大学大学院人

文科学研究科地理学専攻の佐藤ゼ ミの方々 （当時）に対

し，この場を借りて謝意を表するなお本研究の一

部は， 1995年度東北地理学会秋季学術大会において発

表したものでありその内容にその後，加節・修正を

したものである．

注記

l) 気象庁によるアメダス観測網の日最低気温の月別

平均値が，本州でー10℃以下に達する地点は藪川の

ほか廿森，酸ケ湯岩手・門馬長野・野辺山と

開田岐阜・六厩である

2) 1991年夏季の予備調査以降，長期の測器設骰以外

に7回の現地観測などを実施しているが，これらの

内容に関しては別途に報じたい

3) 紐者らが調査を開始した当時行政的には岩手県
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岩手郡玉山村であったが現在では市町村合併によっ

て盛岡市に併合された

4) 季節区分は便宜的に3~5月を春季， 6～8月を夏季，

9~11月を秋季，そして12~2月を冬季とした．

5) 季節師の標準偏差を計算すると， 1987年は0.09と

もっとも小さ く，それ以外の年ではその値が0.20以上

と店くなっている

6) 両地点の気温値の比較においては海抜高度の海

面補正(0.6℃ /100m)を施している

7) この図において冬型は IaとIbを一括して表示

しているがそれ以外の型では各々 llb型．皿b型．

Wb型のみを採用して作図しているなお縦軸の値

は［A小本一A藪川］であり正の値が大きいほどA藪

川の気温が低いことを意味する．

8) 縦軸の値は［他の 3 地点—A藪川］であるので， 正

の値が大きいほどA藪川が他の地点よりも気温が低

いことを示している

9) 事実静穏晴夜で終始した1991年11月2日早朝は．

快晴で厳しい冷え込みとなり，湖面上を浪い霧が覆っ

たこの時の移動観測を実施した全測点の平均気温

が一2.7℃であるのに対して，湖水の水温は＋9.0℃で

あった

10) A藪川では早朝の6時と7時に． Y地点では17時と

18時に，それぞれで 日最低気温を記録する頻度の高

い時間帯として絞っている

11) 1979年～1995年までの16年間の平均値であるけれ

どこれには 3年間の欠測が含まれている
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